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Mu∫∂akopani⋲adbhå⋲ya における
Íirovrata と ekar⋲i について

田　中　純　也

1．はじめに

　Mu∫∂akopani⋲ad（＝ MuU）は Atharvaveda に帰せられる Upani⋲ad の 1 つで

あるが，その特徴的な内容から，祭式批判の絶頂にあるテクストとして取り上

げられることが多い 1．一方で，同テクストには祭式を前提とする記述も確認さ

れる 2．Mu∫∂akopani⋲adのエピローグに該当するMuU.3.2.10もその 1つである．

MuU.3.2.10

tad etad ˚cåbhyuktam

kriyåvanta˙ ßrotriyå brahmani≈†hå˙ svayaμ juhvata ekar⋲iμ 

ßraddhayanta˙ /

te≈åm evaitåμ brahmavidyåμ vadeta ßirovrataμ vidhivad yais tu 

c¥r∫am //

そういうこれは，詩節によって，次のように言われている．

祭式行為を行う者たち，Veda に精通した者たち，Brahman に専心する者

たち，信仰を有する者たちは，自ら／自身を ekar≈i に［自らのために］献

じる．

彼らにのみ，この Brahmavidyå を語るべきである．Íirovrata が規則通り

に為されたならば．

　MuU.3.2.10は「祭式行為を行う」「Vedaに精通した」「Brahmanに専心する」「信
—514—



Mu∫∂akopani⋲adbhå⋲ya における Íirovrata と ekar⋲i について（田中純）

（252）

仰を有する 3」「ekar≈i に献じる」といった者が，Íirovrata を完了した場合にの

み，その者に最高の知識である Brahmavidyå を語るべきであると説いている．こ

の記述は秘義を授ける対象者を示しているため，同テクストの態度を決定付ける

ものであると言えよう．しかし，この Íirovrata という vrata 誓戒の内容は不明確

であり4，Mu∫∂akopani≈ad の文脈における ekar≈i の素性も明らかではない．

　これに対して，ÍaΔkara（8 世紀頃）に帰せられる註釈書 Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya

（＝ MuUBh）は以下のように解釈している（以下，太字，ゴシック体は prat¥ka）．

MuUBh.3.2.10

athedå∫¥μ brahmavidyåsaμpradånavidhyupapradarßanenopasaμhåra˙

kriyate. tad etat vidyåsaμpradånavidhånam ˚cå mantre∫åbhyuktam 

abhiprakåßitam. kriyåvanta˙ yathoktakarmånu≈†hånayuktå˙. ßrotriyå˙ 

brahmani≈†hå˙ aparasmin brahma∫y abhiyuktå˙ paraμ brahma 

bubhutsava˙. svayam ekar≈im ekar≈inåmånam agniμ juhvate juhvati. 

ßraddhayanta˙ ßraddadhånå˙ santa˙ ye te≈åm eva saμsk˚tåtmanåμ 

påtrabh∑tånåm etåμ brahmavidyåμ vadeta br∑yåt. ßirovrataμ 

ßirasy agnidhåra∫alak≈a∫am. yathå åtharva∫ånåμ vedavrataμ 

prasiddham. yais tu yai∑ ca tat c¥r∫aμ vidhivat yathåvidhånaμ te≈åm 

eva vadeta.

そこで今，Brahmavidyå の授与に関する教令を示すことによって，［物語の］

結びが為された．そういうこれが，つまり知識の授与の方法が，詩節によっ
て，つまり mantra によって，次のように言われている，つまり次のよう

に明示されている．祭式行為を行う者たちとは，先述の祭式行為の実践に

携わる者たちである．Vedaに精通して，Brahmanに専心する者たちとは，
Apara Brahman に専念して，Para Brahman を知ろうと欲する者たちであ

る．自ら ekar≈iに，つまり ekar≈i という名の Agni に献じる，つまり献じ

る．信仰を有す者たち，つまり信仰を保持している者たち，そういう浄化

の儀式を受けて，享受するに適した者たちにのみ，この Brahmavidyåを
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語るべきである，つまり伝えるべきである．Íirovrata とは，頭において

Agni を保持することを特徴とするものである．Atharvaveda に属するもの

たちの Vedavrata として周知のように．しかし，つまりそして，そのよう

な者たちによって（yais），それ（Íirovrata）が為されたならば，規則通りに，

つまり規則通りに，彼らにのみ語るべきである．

　Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya はÍirovrata を ßirasy agnidhåra∫alak≈a∫am「頭におい

て Agni を保持することを特徴とするもの」，ekar≈i を ekar≈inåmånam agnim

「ekar≈i という名の Agni」と註釈している 5．ここでは，少なくとも同テク

ストがそれらを共に Agni と関連付け，Íirovrata を Atharvaveda に属する
Vedavrata として解釈していることは理解される．

　しかし，従来この vrata は「剃髪」等と翻訳される Mu∫∂aka というタイトル

を根拠に「剃髪の誓戒」として理解されてきた経緯があり 6，Mu∫∂akopani≈ad- 

bhå≈ya の ßirasy agnidhåra∫alak≈a∫am はその不明瞭さから，これまでほとん

ど無視されてきた．また，ekar≈i の註釈についても同様に，詳細な説明はなさ

れてこなかった．

　そこで，本稿では，不確定な要素を多く含む MuU.3.2.10 の解明に向け，未だ

十分な検討がなされていない Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya の Íirovrata と ekar≈i に

関する解釈の究明を目的とする．

2．Íirovrataについて

　Íirovrata の語は Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya 以降のテクストで確認されるこ

とが多く，それ以前のテクストでは用例自体がほとんど見られない 7．そのよ

うな状況で，この語は Mu∫∂akopani≈ad と成立年代がある程度近いとされる 8 
Våsi≈†hadharmaßåstra（＝ VåsDhÍ）において明確に確認される．

VåsDhÍ.25.2
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åhitågner vin¥tasya v˚ddhasya vidu≈o ’pi vå /

rahasyoktaμ pyåyaßcittaμ p∑rvoktam itare janå˙ //

祭火を設置した者，教育を受けた者，年を重ねた者，あるいは学者に関する，
Pråyaßcitta 贖罪法が秘密［の章］で説かれる．他の人々は先述の［贖罪法

を行う］．

VåsDhÍ.26.12

jåpinåμ hominåμ caiva dhyåyinåμ t¥rthavåsinåm /

na parivasanti påpåni ye ca snåtå˙ ßirovratai˙ //

他ならぬ低唱して献じる者たち，瞑想する者たち，聖地に住まう者たち，

そして，Íirovrata たちによって沐浴者となった者たち，［彼らの］罪たち

は留まらない．

　VåsDhÍ.25.2 が指示する通り，VåsDhÍ.25–27 は Veda をすでに学習した者

に向けた Pråyaßcitta に関するセクションであり，VåsDhÍ.26.12 においては
Íirovrata によって沐浴者となる者の存在が想定されている．このことから，少

なくともここでの文脈では，通常の Veda 学生でない者が同 vrata を遵守するこ

とが意図されていると言えよう 9．

　一方，Mu∫∂akopani≈ad も「すでに Veda を学習した家長が師から新しい秘義

を教わる」という物語になっているため 10，VåsDhÍ.26.12 と MuU.3.2.10 で確

認される両 vrata は，教育を受けた家長に遵守される点では共通することにな

る 11．しかし，両テクストを比較検討しても，Íirovrata の具体的な内容は不明

なままである．通常，バラモン教で mu∫∂a 剃髪は避けられることが多いもの

の 12，先述の通り Mu∫∂aka というタイトルとの関係も無視できないため，現状
Mu∫∂akopani≈ad における Íirovrata については「剃髪の誓戒」と理解する他な

いと思われる．

　仮に，Íirovrata が「剃髪」，すなわち ßíkhå 頭頂部の毛束をも剃る行為を指

すならば，sattra´ 祭との関係から 13，Taittir¥yasa≤hitå（＝ TS） 7.4.9 に見られ
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るような自己犠牲を背景としているとも考えられよう．その場合，MuU.3.2.10

の svayaμ juhvat[e] も「自身を献じる」と理解されることになるかもしれない．

TS.7.4.9

suvargáμ vǻ eté lokáμ yanti yé sattrám upayánti. abh¥́ ndhata evá 

d¥k≈ǻbhir åtmǻna≤ ßrapayanta upasádbhi˙. dvǻbhyåμ lómǻva dyanti 

dvǻbhyåμ tvácam dvǻbhyåm ásr̥t dvǻbhyåm må≤sám dvǻbhyåm 

ásthi dvǻbhyåm majjǻnam. åtmádak≈i∫aμ vái sattrám. åtmǻnam evá 

dák≈i∫åμ n¥tvǻ suvargáμ lokáμ yanti. ßíkhåm ánu prá vapante ÷ŕddhyai. 

átho rágh¥yå≤sa˙ suvargáμ lokám ayåméti.

sattra´ 祭に近づく者たち，この者たちは天界へ赴くのだ．彼らは潔斎たち

によって自身をまさに火で囲み，upasád たちによって調理させる．彼らは
2 つによって毛を切り取り，2 つによって皮膚を，2 つによって血を，2 つ

によって肉を，2 つによって骨を，2 つによって骨髄を［切り取る］．sattra´

祭は自己犠牲なのだ．他ならぬ自身を布施として導き，彼らは天界へ赴く．

彼らは繁栄のために ßíkhåを剃る．そこで，「より軽い我々は天界へ行きたい」

と［唱えて］．

　いずれにせよ，実際に Íirovrata の語が確認される Våsi≈†hadharmaßåstra に

おいても，ßirasy agnidhåra∫alak≈a∫am という解釈の根拠が確認されないため，

この註釈は Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya 独自の理解に基づくものであると考えて良

いだろう．

3．ekar≈iについて

　Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya の註釈する ßirasy agnidhåra∫alak≈a∫am の検討に先

立ち，同テクストが同様に Agni と関連付けて註釈する ekar≈i について，まずは

その用例を確認したい．
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　ekar≈i は，通例 ‘lone seer’ や「唯一の聖仙」などと翻訳されることが多いも

のの，その素性は明確でない．そのような ekar≈i が確認される主なテクストは
Atharvaveda である．

Atharvaveda（Íaunaka）（＝ AVÍ） 8.9.25

kó nú gáu˙ ká ekar̥≈í˙ kím u dhǻma kǻ åßí≈a˙ /

yak≈áμ pr̥thivyǻm ekavr•̥d ekartú˙ katamó nú sá˙ //

誰が牛なのだ．誰が ekar̥≈í なのか．何が住居なのだ．誰が祈りたちなのか．

大地における霊，単一なもの，唯一の時間，彼はどれなのだ．

AVÍ.8.9.26

éko gáur éka ekar̥≈ír ékaμ dhǻmaikadhǻßí≈a˙ /

yak≈áμ pr̥thivyǻm ekavr•̥d ekartúr nǻti ricyate //

1 つは牛である．1 つは ekar̥≈í である．1 つは住居である．個々の祈りたち

である．

大地における霊，単一なもの，唯一の時間は超過しない．

AVÍ.10.7.14

yátra r•̥≈aya˙ prathamajǻ r•̥ca˙ sǻma yájur mah¥́  /

ekar̥≈ír yásminn ǻrpita˙ skambháμ tám //

原初の聖仙たち，詩節たち，歌詠たち，祭詞たち，大地があるところ．
ekar̥≈í が固定されたところ．その skambhá は［どれが本当に彼なのか，お

前は語れ］．

　AVÍ.8.9 は virǻj を，AVÍ.10.7 は skambhá を讃える歌である．Mitchiner（1982, 

306）は，それらの記述において，eka÷r ≈í が宇宙的な牛などと同一視され，天地

に連なる skambhá に固定されたものであると指摘している 14．

　Mu∫∂akopani≈adと時代を前後する他の Upani≈ad については，B˚hadåra∫yako- 

—509—



（257）

pani≈ad （＝ BÅU），ˆßopani≈ad（＝ ˆßU），および Praßnopani≈ad（＝ PU）にお

いて ekar≈i の語が確認される．

BÅU.5.15.1

hira∫mayena påtre∫a satyasyåpihitaμ mukham /

tat tvaμ p∑≈ann apåv˚∫u satyadharmåya d˙≈†aye //（＝ ˆßU.15）

p∑≈ann ekar≈e yama s∑rya pråjåpatya vy∑ha raßm¥n sam∑ha teja˙ /

yat te r∑paμ kalyå∫atamaμ tat te paßyåmi yo ’såv asau puru≈a˙ so ’ham 

asmi //（＝ ˆßU.16）

våyur anilam am˚tam athedaμ bhasmåntaμ ßar¥ram /

oμ krato smara k˙taμ smara krato smara k˚taμ smara //（＝ ˆßU.17）

agne naya supathå råye asmån vißvåni deva vayunåni vidvån /

yuyodhy asmaj juhurå∫am eno bh∑yi≈†håμ te namauktiμ vidhema //（＝

ˆßU.18）

黄金の器 15 で真実の顔が隠されている．

それをお前は，P∑≈anよ．取り払え．真実を法とする者のために，見るために．
P∑≈an よ．ekar≈i よ．Yama よ．S∑rya よ．Pråjåpatya よ．光線たちを撒け．

熱をまとめよ．

お前の最も輝かしい姿，お前のそれを私は見る．ああいうあの Puru≈a，私

は彼である．

息は風であり，不死である．ここで，この身体は灰である．

オーム．意図よ．思い出せ．過ぎたことを思い出せ．意図よ．思い出せ．

過ぎたことを思い出せ．
Agni よ．我々を良き道によって，富のために，お前は導け．神よ．一切の

知者たちを知っている者は．

我々から，曲がった罪を非常に遠ざけよ．お前に敬意を表そう．

PU.2.11
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vråtyas tvaμ prå∫aika˚≈ir attå vißvasya satpati˙ /

vayam ådyasya dåtåra˙ pitå tvaμ måtarißva na˙ //

Prå∫a よ．お前は Vråtya であり，eka˚≈i であり，すべての食者であり，良

き主である．

我々は食物の提供者であり，お前は我々の父である．Måtarißva 16 よ．

　ekar≈i は，BÅU.5.15.1（ˆßU.15–18）において太陽や Agni 祭火と同一視，あ

るいはそれらの属性を持つものとして描かれている．また，Prå∫a を讃える詩

節の一部である PU.2.11 においては，Prå∫a とも同一視されている．加えて，
BÅU.2.6.3; 4.6.3 では，系譜の中の 1 人として Ekar≈i が名を連ねている．

　以上のように，ekar≈i は天地に連なる神話的な存在や，太陽と祭火，あるい

は地上で身体を維持する Prå∫a とも同一視され，場合によっては聖仙の 1 人と

しても描かれる存在なのである 17．そのため，MuU.3.2.10 における ekar≈i を論

じる際は，時代の近い上記のテクストに依拠せざるを得ず，Olivelle（1998, 636）

のように，PU.2.11 に基づく Prå∫a や ˆßU.16 に基づく P∑≈an との同一性を起点

にするしかなかったという状況にある 18．

4．Prå∫ågnihotropani≈adにおける ekar≈i

　ekar≈i と Prå∫a の同一性に基づいて，Prå∫ågnihotra との関係が言及される

こともある 19．Prå∫ågnihotra とは，焼供を祭火に捧げる通常の Agnihotra と

は異なり，自身の 5 つの生体諸機能／ prå∫a たちを祭火とみなして，それらに

食物を捧げる祭式行為である 20．

　ここで注目したいのは Prå∫ågnihotra の実践を説く Prå∫ågnihotropani≈ad

（＝ Prå∫U） 21 である．Atharvaveda に帰せられる 22 同テクストにおいては，
Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya の註釈と類似する ekar≈i と Agni，そして頭の関係がま

とめて確認される．
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Prå∫U.1–3

athåta˙ sarvopani≈atsåraμ saμsårajñånåt¥tam annas∑ktaμ ßar¥rayajñaμ 

vyåkhyåsyåma˙. (1–2) asmin eva puru≈a˙ ßar¥re vinåpy agnihotre∫a vinåpi 

såμkhyayogena saμsåravimuktir bhavat¥ti. (3)

(1–2) そこで，これから，すべての Upani≈ad の真髄であり，輪廻が知恵で

渡られる，食物への讃歌であるところの，身体の祭式を我々は説明する．(3)

「人は他ならぬこの身体で，Agnihotra がなくても，Såμkhya の Yoga がな

くても，輪廻の解放が可能である」と．

Prå∫U.18–19

iti kani≈†hikåΔgulyåΔgu≈†hena ca prå∫e juhoty anåmikayåpåne 

madhyamikayå vyåne prade≈inyå samåne sarvabhir udåne. (18) t∑≈∫¥m 

ekåm ekar≈au juhoti dve åhavan¥ya ekåμ dak≈inågnåv ekåμ gårhapatya 

ekaμ sarvapråyaßcitt¥ye 23. (19)

(18) 以上のように［唱えて］，小指と大指によって prå∫a に［食物を？］献

じる．無名指［と大指］によって apåna に［献じる］．中指［と大指］によっ

て vyåna に［献じる］．頭指［と大指］によって samåna に［献じる］．す

べて［の指］によって udåna に［献じる］．(19) 黙ったまま，1 つ［の食物？］

を ekar≈i に献じる．2 つを Åhavan¥ya に［献じる］．1 つを Dak≈inågni に［献

じる］．1 つを Gårhapatya に［献じる］．1 つを Sarvapråyaßcitt¥ya に［献

じる］．

Prå∫U.27–32

catvåro ’gnayas te kiμnåmadheyå˙. (27) tatra s∑ryo ’gnir nåma 

s∑ryama∫∂alåk˚ti˙ sahasraraßmibhi˙ pariv˚ta ekar≈ir bh∑två m∑rdhani 

ti≈†hati. (28) daßanågnir nåma caturåk˚tir åhavan¥yo bh∑två mukhe 

ti≈†hati. (29) ßar¥ro ’gnir nåma jaråpra∫udo havir avaskandaty 

ardhacandråkrtir dak≈i∫ågnir bh∑två h˚daye ti≈†hati. (30) ko≈†hågnir 
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nåmåßitap¥tal¥∂hakhåditåni samyag vya≈†yåμ ßrapayitvå gårhapatyo 

bh∑två nåbhyaμ ti≈†hati. (31) pråyaßcitt¥yas tv adhaståt striyas tisra˙ 

himåμßuprabhåbhi˙ prajananakarmå. (32)

(27)4 つの Agni たち，それらはどんな名前なのか．(28) その場所（身体）で，

S∑rya Agni という名で，太陽のような円形で，千の光線たちに囲まれて，

ekar≈i となって，頭において安立する．(29)Daßanågni24（歯）という名で，

四角形の Åhavan¥ya となって，口において安立する．(30)Íar¥ra Agni とい

う名で，消化を促進し，供物を押し下げて，半円形の Dak≈inågni となって，

心臓において安立する．(31)Ko≈†hågni（胃）という名で，食べて飲んで舐

めて噛まれたものたちをすべて 1 か所で調理して，［円形の］Gårhapatya

となって，へそにおいて安立する．(32) そして，Sarvåprayaßcitt¥ya は下で，
3 人の妻たちとして，月の光によって，出産を為す．

　Prå∫U.18–19; 27–32 では，身体の各箇所を各祭火に見立て，それらの祭火に

食物を献じることが記されており，ekar≈i は 3 祭火に連なるものとして描かれて

いる．さらに，「ekar≈i となって m∑rdhan 頭において安立する」という記述も

確認される．したがって，Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya は，ここで説かれているよう

な ekar≈i に食物を献じる Prå∫ågnihotra を意図して，ekar≈i を ekar≈inåmånam 
agnim，Íirovrata を ßirasy agnidhåra∫alak≈a∫am と解釈したと考えることが

できよう 25．

　最後に，Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya の解釈の背景を探ってみたい．

　同テクストは行為を否定し，Brahmavidyå という知識こそが最高の手段であ

るとする立場に基づくテクストである 26．一方，Mu∫∂akopani≈ad は「家長が師

のもとでの修行生活に止住して秘義を教わる」という文脈を有しており，先述

の通り「行為を有する者」も秘義の対象者として描かれていた．行為を否定す

る Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya にとってこの理解は許容し難く，何とかして「行為

を有さない者」を秘義の対象者として解釈し直す必要があったはずである．

　そこで，Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya は ekar≈i を Prå∫ågnihotra の文脈で用いら
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れる Agni，そして Íirovrata を Prå∫ågnihotra の実践（あるいは準備）と理解

して，「ekar≈i に献じること」と「Íirovrata の遵守」を同じ話題に集約した，

言い換えると，祭式行為者が前提にあったとしても，「内的な祭式行為」である
Prå∫ågnihotra を経ることで，最終的に祭火に携わらない者に Brahmavidyå が

語られることになると解釈したのだと考えられる 27．

5．まとめ

　依然，MuU.3.2.10 における Íirovrata と ekar≈i の具体的な内容や，それら

の関係性については不明なままである．しかし，Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya が，
Prå∫ågnihotropani≈ad に見られるような ekar≈i と Agni，そして頭の関係に基

づき，Íirovrata を独自に ßirasy agnidhåra∫alak≈a∫am と解釈していた可能性

を示すことができた．

　Bodewitz（1973, 213）が「厳密に言えば，Prå∫ågnihotra という用語は，食

物を伴う明確な祭式のみを指すが，後世では，象徴的，精神的な思索に適用さ

れることもあり，その一部は，Agnihotra にも Prå∫a への食物の献供にも関

係していない」と指摘しているように，本来 Prå∫ågnihotra は祭式の手順や

供物が明確に規定されている実際の祭式行為であったが，後代にはその理解

にも変化が生じてきたとされている 28．したがって，ÍaΔkara に帰せられる
Chåndogyopani≈adbhå≈ya 5.18.2 が食事の際の Agnihotra と瞑想を関連付けて

註釈するのと同様に 29，Mu∫∂akopani≈adbhå≈ya も，そのような精神的な祭式

行為を意図して，MuU.3.2.10 と「祭式行為の放棄」を結びつけたということは

十分に考えられる．

　 一 方 で， 註 釈 書 が 以 上 の よ う な 解 釈 を し て い た と し て も， 実 際 に は
Mu∫∂akopani≈ad や Praßnopani≈ad がどこまで Prå∫ågnihotra を意図していた

のかは明確でない 30．そのため，今後は両テクストと Prå∫ågnihotra の関係に

ついても精査する必要があろう．
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